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さくらよ

春の訪れとともに　お前に出会うのが

当たり前のことにように　思ってきたけど

もしかしてこれが最後かと　ふっと感じたのが

ちょうど一年前の　今日のことだった

こんな風にさりげなく　微笑みをかわせるのが

どれほど素晴らしいことか　初めて分かったんだ

だから大事にしたい　二度とこないこのひと時を　　

本当に僕らが　別れる日まで

澄み切った青空に　そよぐ春風が

今年の旅立ちを　もう告げて行ったよ

さくらよ　お前が　一番美しい時は　　　　　　　　＊繰り返し

散りゆく　今だと　分かっているよ　だから

ほんの少しだけでいいから　時を止めてみたい

お前の姿をこの目に　焼き付けるために　

あの喧噪が消えた今　お前は一人たたずんでいる

つらい日々を乗り越え　また春を迎えるために

そんな健気な様子を　ずっと見守りたいけど

流れる時はいつまで　ゆるしてくれるんだろう

過ぎ行く季節の　後を追いながら

もう一度　晴れ渡った　あの日に戻れたらいいのに

＊繰り返し


